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日
本
銀
行
の
資
金
循
環
統
計
に
よ
れ
ば
我
が
国
の
家
計
が
保
有
す
る
金
融
資
産
（
二
〇
二
二
年
三
月
末
）
は
二
千
兆
円
を
超

え
て
い
る
。
外
貨
預
金
は
約
七
兆
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
金
融
資
産
の
大
半
は
円
建
て
で
保
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

こ
の
半
世
紀
、
我
が
国
は
貿
易
黒
字
国
で
あ
り
、
常
に
円
高
が
進
み
う
る
要
因
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
金
利
の
高
い
外

貨
で
運
用
し
て
も
円
高
が
進
め
ば
運
用
益
は
為
替
損
で
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
は
外
貨
建
て
で
の

資
金
運
用
は
あ
ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
状
況
は
、
貿
易
赤
字
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
円
安
ド
ル
高
の
要
因
と
な
る
。
加
え
て
、
物
価
高
対

策
と
し
て
世
界
的
な
金
利
引
き
上
げ
が
進
む
中
で
、
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
異
次
元
の
金
融
緩
和
を
堅
持
す
る
方
針
を

示
し
て
い
る
こ
と
が
円
安
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
産
運
用
を
め
ぐ
る
状
況
は
過
去
五
十
年
の
状
況
か
ら
大
き
く

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

我
が
国
の
貿
易
収
支
は
、
赤
字
と
な
り
、
今
後
も
少
子
化
と
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
か
ら
貿
易
赤

字
は
定
着
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 



 

２ 

 

二 

日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
堅
持
す
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
金
利
を
引
き
上
げ
て
お
り
、

日
米
の
金
利
差
は
約
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
も
円
高
に
振
れ
る
可
能
性
が
低
い
と
考
え
れ
ば
、
超
低
金
利
の

円
を
調
達
し
て
ド
ル
で
運
用
す
る
円
キ
ャ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

円
キ
ャ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
が
広
が
る
こ
と
は
、
円
安
ド
ル
高
要
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

我
が
国
の
貿
易
赤
字
、
日
米
の
金
利
差
、
円
キ
ャ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
の
広
が
り
な
ど
か
ら
円
安
ド
ル
高
が
進
め
ば
、
現
在
は

円
で
保
有
さ
れ
て
い
る
日
本
国
内
の
個
人
金
融
資
産
が
逃
げ
出
す
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ラ
イ
ト
」
が
起
き
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

五 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
異
次
元
の
金
融
緩
和
に
象
徴
さ
れ
る
我
が
国
の
円
安
政
策
が
日
本
人
に
よ
る
自
国
通
貨
へ
の
不
信
に
つ

な
が
れ
ば
、
際
限
な
く
円
安
が
進
む
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


